ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

第２回　建築WG1　議事録（案）

■日時　平成20年8月4日（月）17:00-20:00

■場所　日本コンクリート工学協会12階　第２会議室

■出席者（敬称略）

芳村（主査），河本，真田，鈴木，向井，岩渕（記録）

· 提出資料

WG1-7　 第1回建築WG1議事録（案）

WG1-8　 ピロティ建築に関する論文（河本）

WG1-9 　ピロティ式建物の試算（河本）

WG1-10　「用途複合型集合住宅の建設システムの合理化」最終報告書（芳村）

WG1-11　純ピロティ建築物にけるピロティ層の必要強度に関する研究（楠）

WG1-12　旧基準により設計された鉄筋コンクリート構造の崩壊挙動と耐震性能（芳村）

■議事内容

○前回議事録の確認（資料WG1-7）

・前回の議事録の説明があり、承認された。

　・WG1で取り扱う設計法は、基本的には新築を対象とする。→ WG1では、補強を取り扱わない。と表現を訂正する。

○資料WG1-8について

· 2001年以降のピロティ建築に関する論文リスト（JCI年次論文集、学会構造系論文集、学会大会講概集）が提出された。

· 2001年以前の論文については、資料WG1-10の中でまとめられているので、次回のWGで内容を確認する。

· 2001年以降の論文を大別すると、振動台実験に関するもの、αpに関するもの、ピロティ層の補強に関するものが多く、設計法に関する論文は数が少ない｡

○資料WG1-9について

· ピロティ建物の試算として、昭和52年度に建設された９階建て純ピロティ建物の弾塑性応答解析を行った結果をまとめた資料が提出された。なお、ここで示す応答解析結果は、1階にあった耐震壁を取り除き、純ピロティとした場合の結果である。

· 壁を取り除いた状態でのCB、周期、および、加速度応答スペクトルも示して欲しい｡

· ピロティ建物を等価せん断バネでモデル化されているが，建物の規模（特に高層化した場合）によっては全体曲げ変形が表現できるモデルが望ましい。

→9階建て程度の規模であればせん断変形が卓越すると考えた。応答変形が最も大きく算定される方法を選択したモデル化といえる。

→→耐力壁も含めて曲げ降伏後せん断破壊する構造部材をモデル化するのは単一のバネでは難しいだろう。本WGで規模や破壊形式に応じたピロティ建物の適切なモデル化について纏められると良い。

· ピロティ建物の挙動を把握するためのプロトタイプ建物として、壁を取り除く前の状態、壁を取り除き純ピロティとした場合、壁を増設した場合の3ケースについて次回までに解析検討をして欲しい｡

○資料WG1-12について

· 旧基準で設計された柱の崩壊挙動について芳村主査からご説明いただいた。

· 柱の崩壊挙動を典型的なせん断破壊を起こす｢せん断型｣と、曲げ降伏後にせん断破壊する｢曲げ型｣に分類して、両者の崩壊要因をせん断補強筋量、軸力比、主筋量に着目してまとめている。

· 崩壊までの挙動がわかっている柱からなる建物を想定して、建物のIs値をパラメータとした地震応答解析を行った結果、大破を防ぐための目安とされているIs＝0.60は、変形能力に乏しい｢せん断柱｣に対して求められる水準であり、変形能力に富む｢せん断柱｣に対してはかなり安全側の水準である、と考えられることが示された｡

■その他

· 次回日程：9月30日（火）　18:00～20:00

· 楠幹事、岩渕委員に｢用途複合型建設システムの合理に関する研究委員会｣の報告書の内容を説明していただく｡

· 真田委員に、耐震壁付きピロティ建物の振動台実験および設計法について説明していただく｡

岩渕（文責）

